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財団法人　溶接接合工学振興会　第27回セミナー

３次元造形(３DP、RP、AM)の最前線

平成２８年１０月１８日（火）　１３：００ – １９：３０

主　催　：　（公益財）溶接接合工学振興会
共　催　：　（公益財）国民工業振興会
後　援　：　（一般社）溶接学会，（一般社）日本溶接協会，（公益社）日本技術士会
3次元造形(3D Printer、Rapid Prototyping、Additive Manufacturing)は、2012年の米国オバマ大統領の演説でも取り上げられ、国内外で関心は急速に高まってきている。特に樹脂等の造形技術は、熱溶解積層法（Fused Deposition Modeling、FDM）の基本特許の一部が終了し一般利用出来る様になり、安価な装置も販売され身近になりつつある。更に2014年には、選択的レーザ焼結法(Selective Laser Sintering、SLS）の特許の一部も終了し、いよいよ金属粉末を用いた安価な装置も市販され始めようとしている。
このような中、「米国フォード社が全てのエンジニアに３Ｄプリンタを配布した」という報道にもあるように、
３次元造形技術によって、量産品の試作頻度を上げ、コストの削減に繋がり始めている。また、航空機に代表されるような高付加価値、特殊、多品種、少量生産の部品の実生産も始まっている。
本セミナーでは、まず3次元造形の歴史を振返り樹脂から金属、更には傾斜材料への広がり、国内・外動向、特にTRAFAM(経済産業省)の活動状況を紹介頂く。現状での実力(造形のサイズ、時間、精度等)を共有化したい。次にレーザ、電子ビーム、超音波及びアークをエネルギ源とした3次元造形の試みと実用化例を幾つか取り上げ、今後の課題と発展性に関して整理頂く。講師を交えて討議し、未来へ繋がる3次元造形の可能性に関して夢を膨らませたい。
日　　時：
平成２８年１０月１８日（火）　　　　　１３：００ - １９：３０

場　　所：
ホテルﾆｭｰｵｰﾀﾆｲﾝ東京 (講演：日本精工ビル３階ホールA　 懇親会：ﾆｭｰｵｰﾀﾆｲﾝ東京おおとりの間)

　　　　　　JR山手線大崎駅下車：北改札口東口　徒歩１分

会　　費：
無　料

定　　員：
８０名（定員になり次第締め切らせて頂きます）
開会挨拶：
東京大学　名誉教授
野本敏治氏
司　　会：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪大学接合科学研究所　　　  桐原聡秀氏

【講　　演】　〔日本精工ビル３階ホールA〕  　　　　１３：０５ -１７：４５　　

【第１部】３次元造形技術の発展と国プロ動向
１３： 05 -１３：１０　 趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　 ㈱神戸製鋼所　　　　　　　　　 清水弘之氏

１３：１０ -１３：３０　 ３次元造形の歴史　　　　　　　　　大阪大学接合科学研究所　　　　 桐原聡秀氏
１３：３０ -１４：００　 Adiditive Manufacturingの鋳造技術への応用と砂型用高速積層造形装置の開発

               産業技術総合研究所　　　　  　 岡根利光氏　　　　　　
１４：００ -１４：３０　 国プロ動向とレーザービーム積層造形の基礎的検討
近畿大学３D造形技術研究ｾﾝﾀｰ   京極秀樹氏
１４：３０ -１５：００ 　電子ビーム金属積層造形技術の最新動向と将来展望

　                    東北大学金属材料研究所　　　   千葉晶彦氏
――　休憩　――

【第２部】各種熱源からみた３次元造形技術
１５：１０ -１５：３０　 アーク溶接による造形の試み　　　　東京農工大学　　　　　　　　　 笹原弘之氏

１５：３０ -１５：５０　 超音波接合を利用した金属積層造形法　      東北大学　　　　　　　　　　　 藤井啓道氏

１５：５０ -１６：１０　 光造形法による機能的な幾何学構造の作製　　　　　　　　
大阪大学接合科学研究所　　　   桐原聡秀氏

――　休憩　――

【第３部】３次元造形技術の実用例
１６：２０ -１６：４０　 欧米におけるAM技術の市場動向と実用事例

愛知産業㈱　　　　　　　　　 金安  力氏
１６：４０ -１７：００　 国内における3次元造形技術の実用事例 

㈱コイワイ　　　　　　　　    小岩井修二氏
１７：００ -１７：２０　 アーク溶接金属3Dプリンタによる造形事例
　　　　　     武藤工業㈱　　　 　　　　　 村田秀和氏
１７：２０ –１７：３５　 質疑応答　　　　



１７：３５ –１７：４５　 閉会挨拶　　　　
東京大学 名誉教授
野本敏治氏
【懇親会】　　〔ニューオータニイン東京　３Ｆ　おおとりの間〕　　１８：００ -１９：３０
　　参加者相互の懇親を図るとともに、和やかな雰囲気の中で、参加者のご意見をいただきたいと思います。
セミナー申込み要領
下記の参加申込書により、ＦＡＸ　又はメール　及び郵送にて事務局までお申込み下さい。　

（定員を超えた場合のみ当方よりご連絡いたします）

申込み先
（公益財）溶接接合工学振興会　事務局

140-0002東京都品川区東品川4-9-26
TEL（03）6834-2703　FAX（03）6834-2704
E-mail：jipa@jipa-japan.or.jp
http//www.jipa-japan.or.jp
参加費　　　無料

会場のご案内

『日本精工㈱、ニューオータニイン東京』

141-0031品川区大崎1-6-2

TEL： 03-3779-9111　　

ＪＲ山手線　大崎駅北改札口東口より徒歩1分
□　ＦＡＸ　０３－６８３４－２７０４　　　　□　Ｅ-ｍａｉｌ： yokoshin@yokoshin.or.jp　
（公益財）溶接接合工学振興会　行

	（公益財）溶接接合工学振興会第２７回セミナー

『３次元造形(３DP、RP、AM)の最前線』
　参加申込書（平成２８年１０月１８日（火））

	貴社名・所属
	

	所在地
	

	参加者名(ふりがな)
	

	ＴＥＬ／ＦＡＸ
	

	Ｅ-ｍａｉｌ
	

	　懇親会に　　　　　出席　　　　欠席　　　（どちらかを○で囲んでください）











